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【生徒信条】『今日よりは 幼心を打ち捨てて 人となりにし 道を踏めかし』 

ＳＮＳ その発信は 大丈夫？ ～ 令和５年度「生月中メディコン」・「メディア講習会」～ 

今年度の「メディアコントロールチャレンジ（メディコン）」が、７月６日（木）からスタートしました。 

今年度も、「家族で話し合って決めたルールを守る」という、メディア使用を『コ

ントロールする』ことを重視して取り組んでいきます。また、１４日（金）には、

メディア講習会を開催し、講師の石橋泰輔（ＳＳＷ）先生から『ゲーム依存症と

子ども達の脳機能について』と題して、ゲーム（特にオンラインゲーム）が発達

途上の子どもの脳にどんな悪影響を与えるのかということを中心に学習しました。 

子ども達には、ゲーム（オンラインゲーム）やインターネット（YouTube）、 

ライン・インスタグラムなどのＳＮＳを適切に使用し、現在、発達途上にある脳機能の健全な発育を心がけ、ま

た、自分も相手・他人も不愉快な思いをすることが無いよう、細心の注意を払って使用してほしいと思います。 

 

令和５年度『長崎っ子の心を見つめる教育週間』 ～「学校開放」が行われました ～ 

７月３日（月）から７月７日（金）まで、今年度の「長崎っ子の心を見つめる教育週間（学校開放）」を行いま

した。長崎県では、平成１６年からこの教育週間が開始され、すべての公立学校で教育活動の公開が行われ、学

校と保護者や地域住民が連携し、「地域の子どもは地域ではぐくむ」という気運を高めるとともに、“いのちを輝

かせて生きる心豊かな長崎っ子の育成”を目指しています。 

生月中学校でも、期間中、通常授業の公開をはじめ、校

長による「命の講話」、「救命救急法講習」、「生命に関する

道徳の授業」、「学年懇談会」を行いました。 

今年度は、４年ぶりに、広く地域の方々にもご案内申し

上げ、期間中、学校支援委員会の委員さんや保護者の皆様

に、多数、ご来校いただくことができました。本当にあり 

がとうございました。                 学校支援会議委員さん来校   給食試食会 

 

新「Ａ・Ｂ・Ｃ計画」第２弾 発動！  ～ 第２回 生徒会「全校レクリエーション」～ 

７月５日（水）、生徒会主催の「全校レクリエーション」の第２弾が実施されました。この取組は、今年度の生

徒会活動方針の一つである「Ａ・Ｂ・Ｃ（Ａ：Amazing → 素晴らしい活動、Ｂ：Best → 最高の思い出、Ｃ：

Colorful → 色とりどりな個性を引き出す）計画を実施する」に基づき、生徒会本部の企画・運営で実施されま

した。この取組を通じて、生徒総会で可決されたＳＤＧｓ Ｎｏ.１０「お互いを尊重し合う集団を目指す」こと

ができたのではないかと思います。生徒会本部の皆さん、たいへんお疲れ様でした。そして、ありがとう！！ 

 

 

 

 

 

 

♪笹の葉 さ～らさら ～ お星さまに願いを ～ 

少し遅くなりましたが、７月１０日、東西の

生徒玄関に、七夕用の短冊と笹を設置しました。 

多くの子ども達が、５色の短冊に、様々な願

い事を書いて、飾り付けてくれました。学力・

成績向上や世界平和、恋愛成就など、子どもら

しい願い事が多く書かれていました。 

みんなの願いが叶うといいですね。 


